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性ホルモンの角膜組織呼吸に及ぼす影響

第5報　去勢の角膜組織呼吸に及ぼす影響
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臣

第1章緒

　生殖腺は，内分泌機能を営み，且つ，一般薪

陳代謝に関与しているととは，周知の事実であ

り，その機能の充進或いは減退乃至脱落は，当

然新陳代謝にも影響を及ぼすヒとは，先進諸家

の業績にみるも明らかな所ではあるが，去勢が

言

角膜組織呼吸に如何なる影響を及ぼすものであ

るかについては，ヒれ迄に何らの報告がない．

余はこの点に関して実験的研究を行ったので，

その結果を述べてみようと思う．

第2章実　験方法
　1．組織呼吸測定法

　ワールブルグ高圧法新法によったが，詳細は第1蝦勒

に記載した通りである．

　II．実験材料

　実験動物；体重1600～2640grの威熟した雌或い

は雄の白色家兎を用いた．

　体重測定は，毎常一定時間，即ち，食後3時間に行

った．

　III．去勢法

　兎を無麻醇のまま，雄兎では，固定器の上に背信に

固定し，陰嚢を消毒後，皮膚に小切開を加え，更にそ

の下にある被膜を切開する．その創ロよリピソセット

で，睾丸を引出すと，精系も共に陰嚢外に露出して來

るから，これを絹糸で結紮した後，その末梢部位にお

いて切断し，翠丸及び副睾丸の全部を別出し，陰嚢の

創口を縫合した．かくして両側の睾丸を門別出した．

　雌兎では，固定器に腹位で伸展位のまま固定し，腰

部皮膚を毛剃り浦毒後3脊柱に李行に皮切を加，背筋

及び後腹膜を開いて，腹腔に藩し，卵藁を露出，輪卵

管を結紮した後，その末梢端で切除する．かくして両

側卵稟の捌出を行った．

第3章実　験成績

雄兎における成績は第1表及び第2表に，雌 兎における成績は第3表及び第4表に示した．
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　　　　　　　第1表　正常雄家兎の角膜組織呼吸（対照）
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第4章総括並びに考按

　以上の実験成績を総：博すれば，角膜の組

織呼吸は，去勢野兎では，1週押後，2週

間後では夫々Qo2は7．6％き10．7％の，

またQ量2は9．5％とユ．0％の減少を來た

すが，4週闇後ではQo2の4．7％の減少に

対して，Q留は4．7％の増加を示す（第1

図）．同じく雌の去勢兎の場合には，1週

間後ではQo，は5．7％の，またQ驚は

4．3％の減少であり，4週聞後もQo2は

1．2％，Q留は7．0％の減少を示しておる（第2

図）．要するに，雌雄共に去勢により紐織呼吸

は低下し，その影響は雄の：方に大であるとみて
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　一般　こ生殖腺機能の減退乃至脱落，或いは

去勢の薪陳代謝に及ぼす影響については，既

に多数の業績が発表されてV、る．

　即ち，動物実験におV・ては，1・oewy　u．

Richter　1），　Cllratulo　u．　Taru11｛2），　Heymans

C3），　Grafb　E　4），　Korellchevsky’騒），　Tsubura

6），吉村7），犬丸8）等は，去勢により瓦斯代

謝の低下するととを報じているが，Bertschi

9），W．　K】ein　1⑪），　Bugbee　and　Simond　11），

：Luthje　12），中村13）等は去勢により著明な影響

をうけすと報告してV・る．

　叉，：L・ewy　u．　K：amier　14），清成・末松15），

原1b），水口17）等は，類画一症或v・は外傷性宣
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官症において瓦斯代謝の低下を認め，Liebsny

18）は16例の生殖腺機能障害の患者において基礎

　　　　　　　　　ぞ代謝の低下をみたという．ZUntz，：L・19）は卵巣

機能障害による去勢の3婦人について襯察し，

数週間では瓦斯代謝に応変をみす，長期開経過

したものに著明な低下をみた。叉骨軟化症の婦

人を去勢したとヒろ同様に低下を示したとい
う．

　去勢の組織呼吸に及ぼす影響に関しては．

KI・pst・ck　20），　Tsuka1・〕・t・21），森川22），亀井23）・

前田2り，古賀25）等は，臓器紺織呼吸が減少し’た

と報じ，限科領域においては，最：近，狩野2のが

兎の網膜組織呼吸は低下すると報告している．

　安田：三7）は兎の睾丸刎出により，心，腎のオキ

シダーゼ量が減少し，細胞内酸化機転の減弱を

來たすことを述べている．

　叉，脂肪新陳代謝では。去勢により，体内脂

肪及び血申脂肪は増加するとv・蜘れ2s、29）3。）

31）32）33），和田33）は，ジξ勢時に＝捨ける血液コレ

ステリン量増加の原因は，恐らく生殖腺機能脱

落によるコレステリン酸化機能の減退（？）及

びコレステリン排泄力の低下に由來するものな

るが如しといってV・る．

　藤田34），稻葉35、等は雄兎の去勢により，窒素

代謝の低減するのを認め，ヒれは生体内酸化機

転の減退による結果であろうと述べている．

叉，小川36）によれば，犬の睾：丸捌出により，尿

総：窒素は減少し，クレアチン窒素，尿酸窒素は

維対量減少し，百分i率には著明なる変化を呈せ

ざるも，アラントイン窒素の維対量並びに百分

傘は著明に減少するという．

上述の如く，去勢により一般新陳代謝は，大

休に論いて低下することが報じられているが，

角膜組織呼吸においこも，雌雄義に呼吸，解糖

両作用の低下を認めるが，呼吸作用に関して概

言すれば，1週闘後には雌雄共に一，蜀．かなり低

下はするが，4週隔後には雄では4．7％，雌で

は1．2％の減少を示すに過ぎす，先ず正常値に

復：する傾向にあるといってよいと思う．

　解糖作用は，雄の場合は1週開後には呼吸作

用と略ζ同程度低下しているが，2週湖以後で

は殆んど正常に復し，4週間後には僅かに塘加

の傾向を示すに対し，雌の場合は4週閥後でも

依然低下していて7．0％の減少を示している

が，更に長期に亘って：観察するならば，雄の場

合から推測しても正常値に復して回るのではな

かろうかと考えられる．

　かかる去勢による組織呼吸の低下は，水口

17），吉村7），藤田34），KorencheVSky　5）等の》・え

る如く，直接には去勢による生体内酸化機転の

減弱を來たし，ひいては一般新陳代謝の低下を

招心するととの一部分現象とみられないととも

な》・が，生殖腺は甲状腺とも密接な関係を有す

ることから，去勢による瓦斯代謝の低下は，む

しろ二次的に甲猷腺機能低下によるものであろ

うとみる者もあるi）4）6）16）．

　叉，一方去勢により脳下垂体に一定の変化，

即ち下垂体全体の肥大，前葉のエオジン好性細

胞の激増及び去勢細胞の出現をみる点から，脳

下垂休との関係37）3お），更に叉性上位中枢とし

ての聞脳との関係等3q）をも当然考慮に入れなけ

ればなるまい．

第5章結

　雌雄白色家兎を去勢した後，ワー7しブルグ検

圧法を用いて角膜の組織呼吸を測定して，次の

結果を得た．

　1）雌雄を問蜘す去勢後は，角膜細織呼吸が

減弱する．即ち，雄では1週面面には，Qo2は

7．6％，Q留は9．5％の，2週間後には，　Qo2

論

は10．7％，Q豊は1．0％の，夫々減少を示し，雌

では1週間後には，Qo2は5．7％，　Q驚は4．3

％の減少を來たす．

　2）去勢後，4週間後には，雄の角膜組織呼

吸は略ミ正常に復しているが，雌ではQoコは

正常値に近づくが，Q留は依然多少低下し充ま
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まである．即ち，前者ではQo2は4．7％の減

少，Q驚は4．7％の増加を示し，後者ではQo2

はし2％の減少，　Q総も7．0％の減少を示す．

　稿を終るに当り，終始御懇篤な御指導と御校閲を賜

った恩師倉知敬授に満腔の謝意を表します．

　なお，本論交第1報乃至第5報の要冒は，日本眼科

学会第57回総：会において演述した．
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